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 本論文は 7章により構成される。 
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図 1 発達障害に含まれる障害 
【出典：「これでわかる自閉症とアスペルガー症候群」 監修 田中康雄、木村順】 
























































































図 3 自閉症とアスペルガー症候群の関係性 
【出典：「これでわかる自閉症とアスペルガー症候群」 監修 田中康雄、木村順】 














































図 4 自閉症スペクトラム障害の位置づけ 
【出典：「発達障害の観点からみたバリアフリーの促進」, 
日本福祉のまちづくり学会第 10回全国大会概要集」,pp173-176,2007.8,長谷川万由美】 





























































































































図 5 診断名のないグレーゾーン（境界域）の概念図 
【出典：「これでわかる自閉症とアスペルガー症候群」 監修 田中康雄、木村順】 
 




































































































































聴覚 57 29 12 2
視覚 19 19 45 14
前庭感覚 48 7 31 14
触覚 56 29 4 10
複合感覚 50 36 12 2
口腔感覚 31 19 24 26
調整機能
耐久性・筋肉の張りに関する感覚処理 69 10 21 0
体の位置や動きに関する調整機能 29 36 33 2
活動レベルに影響する運動の調整機能 33 41 24 2
感情的反応に影響する感覚入力の調整機能 71 17 12 0
感情的反応や活動レベルに影響する視覚の調整機能 33 48 17 2
行動や感情の反応
感情的・社会的反応 67 19 14 0
感覚処理による行動のあらわれ 78 10 10 2
応答の閾を示す項目 21 31 46 2
感覚プロフィール要因別概要
感情の要求 27 34 39 2
感情的反応 76 19 5 0
低い耐久性・筋肉の張り 71 10 19 0
口腔の感覚敏感性 76 0 0 24
注意力の欠陥・散漫 64 19 13 5
弱い登録機能 59 17 17 7
感覚の敏感性 29 19 42 10
座りがち 46 19 33 2











験者の約 3 分の 2 のアスペルガー症候群の青少年は、感覚処理に関連した感情的・社会的
困難や問題があることが明らかとなった。 
 











































































から-」 東京学芸大学紀要総合研究科学系 pp287～310  高橋智、増渕美穂】 
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文献①～⑯：2007年 6月～2008年 10月 






手記名 著者 障害名 出身国 出版日 出版社
文献
番号
自閉症だったわたしへ ドナ・ウィリアムズ 自閉症スペクトラム障害 オーストラリア 2001.04 ①
自閉症だったわたしへⅡ ドナ・ウィリアムズ 自閉症スペクトラム障害 オーストラリア 2004.01 ②
我、自閉症に生まれて テンプル・グランディン 自閉症スペクトラム障害 － 1994.03 ③
自閉症の才能開発－自閉症と天才をつなぐ環－ テンプル・グランディン 自閉症スペクトラム障害 － 1997.07 ④
僕のアスペルガー症候群 ケネス・ホール アスペルガー症候群 イギリス 2001.11 東京書籍 ⑤
ずっと「普通」になりたかった。 グニラ・ガーランド 高機能自閉症 スウェーデン 2000.04 ⑥
アスペルガー的人生 リアン・ホリデーウィリー アスペルガー症候群 アメリカ合衆国 2002.06 ⑦
私の障害、私の個性。 ウェンディローソン アスペルガー症候群 イギリス 2001.05 ⑧
変光星 森口奈緒美 高機能自閉症 日本 2000.07 ⑨
平行線－ある自閉症者の青年期の回想 森口奈緒美 高機能自閉症 日本 2002.02 ⑩
ニキリンコ アスペルガー症候群 日本
藤家寛子 アスペルガー症候群 日本
他の誰かになりたかった 藤家寛子 アスペルガー症候群 日本 2005.08 ⑫
地球生まれの異星人－自閉症者として日本に生きる－ 泉流星 自閉症スペクトラム障害 日本 2003.11 ⑬
ぼくのクマと自閉症の仲間たち トーマス・Ａ.マッキーン 自閉症スペクトラム障害 アメリカ合衆国 2004.01 ⑭
自閉症の僕が跳びはねる理由
-会話のできない中学生がつづる内なる心-
東田直樹 自閉症 日本 2007.02 エスコアール ⑮
鮮やかな影とコウモリ アクセル・ブラウンズ 自閉症スペクトラム障害 ドイツ 2005.01 インデックス出版 ⑯
変わり者で行こう: あるアスペルガー者の冒険 ジョン エルダー ロビソン アスペルガー症候群 － 2009.05 東京書籍 ⑰
眼を見なさい! アスペルガーとともに生きる ジョン エルダー ロビソン アスペルガー症候群 － 2009.05 東京書籍 ⑱
天才が語る サヴァン、アスペルガー、共感覚の世界 ダニエル・タメット アスペルガー症候群 イギリス 2011.02 ⑲
ぼくには数字が風景に見える ダニエル・タメット アスペルガー症候群 イギリス 2007.06 ⑳
アスペルガーの館 村上 由美 アスペルガー症候群 日本 2012.04 ㉑
アスペルガーですが、妻で母で社長です。 アズ直子 アスペルガー症候群 日本 2011.05 ㉒
アスペルガーですが、ご理解とご協力をお願いいたします。 アズ直子 アスペルガー症候群 日本 2012.04 ㉓
ニキリンコ アスペルガー症候群 日本
藤家寛子 アスペルガー症候群 日本
ぼく、アスペルガーかもしれない 中田 大地 アスペルガー症候群 日本 2009.12 ㉕



















 調査結果を表 2に示す。 
 






































－ カウンセリングセンター - ただそこにいるだけで心からほっとくつろぐ事ができた
視覚
場所 要因












感覚要因 場面 対応手段 事例
































































































































































































































感覚過敏 大学 廊下 授業終了後、ドア・廊下は学生で埋め尽くされ頭を整頓するひまはない。
－ 住宅（居室） モノの配置 わが家だと、どこへ行けば本が置いてあるかなどがわかるから安心する。



































視覚・聴覚 商店街等 人の動き、騒音等 商店街・遊園地・学校・動物園は無秩序で人が多く見慣れないため怖い。

































































































































































































視覚 外部空間 光 外にいると目が見えなくなる。網戸やすだれからこぼれる光を見ると吐く。




























－ 学校 保健室 保健室で眠ることで脳が回復する。
聴覚






































































































































































－ － 文字盤による情報伝達 話そうとすると消えてしまう僕の言葉をつなぎとめておくきっかけになってくれた。
場所 要因









































視覚 － 光 明るい光には驚かされ、目が眩んだ。







































































































































































































































































































































































































－ 「構造化」された学校 － 環境はとても静かで、よく管理されていて、強い感覚刺激もなかったのです
－視覚









































バス ブザーの音 バスの乗客が次に降りたいときに鳴らすブザーに耐えられない。 ⑧























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 就業環境における「困難」に関する記述を表 7に示す。 










































































































































































































































































































 移動環境における建築上の問題点を表 10に記載する。 



























































 生活環境における建築上の問題点を表 11に記載する。 



































































 学習環境における建築上の問題点を表 12に記載する。 














































 就業環境における建築上の問題点を表 13に記載する。 
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・調査期間：2008年 10月～2009年 1月 
・アンケート返信日 
X氏：2008年 10月 31日 
Y氏：2009年 1月 4日 







 調査対象者の基本属性と現在住んでいる住まいの情報を表 3に示す。 










Ｘ氏 Ｙ氏 Ｚ氏 Ｗ氏
アンケート返信日 2008年10月31日 2009年1月4日 2008年11月13日 2013年5月13日
年齢 30歳 － － ４０歳代
障害名 アスペルガー症候群 自閉症スペクトラム障害 アスペルガー症候群 アスペルガー症候群
職業 大学生 システムエンジニア 翻訳家 会社員
学歴 在学中 大学卒業 － 大学卒業
住宅の種類 アパート マンション マンション 戸建て
建物階数 2階 5階 11階 -
住まいの階数 2階 5階 11階 -
構造 鉄骨造 鉄筋コンクリート 鉄骨鉄筋コンクリート 木造


















































X 氏の手記である著作と X 氏、Z 氏に対して、Ａ社代表取締役がインタビューする形式
でまとめられた著作から X 氏に関する「困難事例」を「障害の特性」別に整理したものを
表 4に示す。 



































































































































































































視覚 光 蛍光灯 蛍光灯の光の明かりを１段階落として暗くする。
聴覚 音 室内 室内の音楽をつけて、周囲の騒音を防ぐ。
触覚 温熱 室内 室温や暖房の風について、室内の床にカーペットを敷き詰める。
感覚要因　










































触覚 熱・風 － サーフスタットをつけるような配慮をしてほしい。
その他 － ベランダ 窓が広く、洗濯物が干しやすい広さのベランダが望まれる。
感覚要因　
視覚




































視覚 光 玄関 玄関入口に照明のスイッチがないので困る。








視覚 光 玄関入口 玄関入口に照明のスイッチをつけるようにしてほしい。
聴覚 音 室内 室内では、プライバシーが守れる程度の防音構造が望まれる。
触覚 温熱 室内 室内では、ある程度冷暖房効果が効く構造が望まれる。
感覚要因　






















































































































































































































































































































































































































  Z氏が生活環境において、設計上留意してほしい事項を表 15に示す。 
 
表 15 Z氏による設計上留意してほしい事項 
 
 





































































































































































 W氏よる生活環境において、指摘している工夫・対応方法を表 17に記載する。 









 W氏が生活環境において、設計上留意してほしい事項を表 18に示す。 
 

























































階段 物理的バリア 階段の勾配 階段の勾配が急な場合
段差 物理的バリア 室内の段差 室内に段差がある場合
カーテン 色彩 カーテンの色彩 白色、原色
テーブル 音 振動音 テーブルの振動音が発生する場合
キッチン 音 振動音 アームの高さが揃っていなく振動音が発生する場合
収納棚 音 振動音 収納棚の振動音が発生する場合
音 電化製品の音 電化製品の音
材質 電化製品の材質 光が反射しやすい材質の場合
冷暖房機 風 冷暖房機の風 人に直接、風が当たる場合
避難はしご 音 振動音 避難はしごの振動音が発生する場合
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第5章  自閉症スペクトラム障害者のグループホームにおける建築上の問題点 
5-1 研究の概要 
5-1-1 研究の目的 











































































































































































階数 2階 2階 3階
所在階数 1・2階 2階 3階
延床面積 153㎡ 125㎡ 280㎡






























































































図 3 Cホームの配置図 


















スタッフの世話人室がある。階段室型の 2 住戸を 1 住戸（5 居室＋世話人室＋LDK）に改
築したもので、Aホームのようにスタッフが厨房で作業をしながら利用者を見渡せる平面計
画にはなっていない。 
























居室１ 居室２ 居室３ 居室４
























































































調査対象施設の利用者属性を表 3 に示す。利用者の性別は 3 施設とも全員男性であり、
人数は A ホーム 7 名、B ホーム 5名、C ホーム 7名となっている。障害は知的に遅れがあ
る自閉症である。 
障害の症状も異なっていて、Aホーム、Cホームは障害の症状が重度、Bホームは障害の
症状が軽度となっている。年齢層について、A ホームは 30 歳代～40歳代、B ホームは 20
歳代、Cホームは 20歳～24歳となっている。 
 























性別 男性 男性 男性
人数 7名 5名 7名
障害名 自閉症 自閉症 自閉症
症状 重度 軽度 重度











A ホームにおける分析結果を表 4 に示す。また、建築条件に関連する現象について、ど
の空間で生じているかを示したものを図 8,9に示す。 
 


























































































B ホームにおける分析結果を表 5 に示す。また、建築条件に関連する現象について、ど
の空間で生じているかを示したものを図 10に示す。 












































 C ホームにおける分析結果を表 6 に示す。また、建築条件に関連する現象について、ど
の空間で生じているかを示したものを図 11に示す。 














































した結果を表 7 に示す。一方、第 3 章、第 4 章により、当事者による「感覚要因によって
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第6章  自閉症スペクトラム障害者の就業環境における建築上の問題点 
6-1 研究の概要 
6-1-1 研究の目的 










氏、c 氏、d 氏、e 氏）と 2013 年 5 月にインターネットによるアスペルガー症候群の当
事者によるブログを掲載している出版社（以下、B 社）を経由して当事者 1 名（W 氏）に






ヒアリング内容については、第 3 章、第 4 章、第 5 章による調査・分析結果を基に作成を
した。a 氏、b 氏、c 氏、d 氏、e 氏に対するヒアリングの質問項目を表 1 に示す。a 氏、b































































































































































































































調査対象者 a氏 b氏 c氏 ｄ氏 e氏 W氏
2012年 2012年 2012年
11月5日（月） 10月31日（水） 5月13日（金）




調査対象者 a氏 b氏 c氏 ｄ氏 e氏 W氏
勤め先 A社（Ⅰ本社） A社（Ⅱ支社） A社（Ⅲ支社） A社（Ⅲ支社） A社（Ⅲ支社） B社
性別 男性 男性 男性 男性 男性 男性
年齢 45歳 44歳 30歳 41歳 24歳 40歳代









電車 自転車 電車 徒歩（30分） 電車

















調査期間の概要を表 3に示す。調査については、a氏については 2012年 11月 5日（月）、
b 氏については 2012年 10月 31 日（水）、c氏については、2012 年 12月 7 日（金）の 3
日間にかけて行った。アンケート調査票については、2012年 10月 22日（月）に提出して
いる。W 氏については、2013 年 5 月 13 日（金）に書面によるヒアリングの回答が得られ
た。 







 調査対象者の概要を表 4に示す。 















































































6-2-1  a 氏に関する調査結果 
１) 建築環境の問題点 
  a氏に関する調査結果を表 5に記載する。 

















































 a氏に関する落ち着き・安心できる建築環境を表 6に示す。 
 































図 3 17階 廊下から見た外の景色 



















































6-2-2 b 氏に関する調査結果 
１)  建築環境の問題点 
  b氏に関する調査結果を表 7に記載する。 




























































































































































図 6 食堂における困難のイメージ図 























































２)  落ち着き・安心できる建築環境 
 b氏に関する落ち着き・安心できる建築環境を表 8に示す。 
 































図 10 ロビーの写真 















6-2-3 c 氏、d 氏、e 氏に関する調査結果 
１) 建築環境の問題点 
  c氏、d氏、e氏に関する調査結果を表 9に記載する。 
 




















































 c氏、d氏、e氏に関する落ち着き・安心できる建築環境を表 10に示す。 






























図 11 休憩所から見える景色 
 
 







































 W氏に関する落ち着き・安心できる建築環境を表 12に示す。 
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（ニキさん）体温調整ができない。３月から 5 月くらいが辛い。 
（藤家さん）汗もかきませんし、体温調整もできないです。 










































































































































































































































































































「地球生まれの異星人」 著者 泉流星 
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P304 
「トルキル・ソンネはアスペルガー症候群の子どもの父親で、デンマークで「スペシャリ
ステルネ」という IT 企業を設立しました。アスペルガー症候群の人を雇って、新作のコン
ピュータープログラムをテストする会社です。仕事は、新しいソフトウェアの欠陥を見つ
けて修理する作業で、取引先には、デジタル署名を証明するクリプトマシック社や、ヨー
ロッパの大手電話会社 TDC などがあります。新作ソフトのテストは、アスペルガー症候群
の人に理想的な仕事です。記憶力がずばぬけていて、細かいことに目を向け、ねばり強く
作業に集中し、組み立てが大好きだからです。」 
「過敏な感覚を刺激するものが最小限に抑えられ、厄介な上司や複雑な人づきあいにかか
わらなくてもいい仕事環境が与えられているのです。」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
質問番号
a-1
a-2
a-3
質問番号
A-1
(1) ○室内の照明や屋外の光について、困ったり苦痛に感じていることがありますか。
(2) ○（苦手な場合）どういった工夫・対応方法をしていますか。
(3)
A-2
(1) ○壁・カーテン・家具等で苦手な色はありますか。
(2) ○（苦手な場合）どういった工夫・対応方法をしていますか。
(3)
A-3
(1) ○屋外からの音に関して、困ったり苦痛に感じたりしていることがありますか。
(2) ○（苦手な場合）どういった工夫・対応方法をしていますか。
(3)
A-4
(1) ○室内の音（トイレの流水、電化製品の音等）に関して、困ったり苦痛に感じたりしていることがありますか。
(2) ○（苦手な場合）どういった工夫・対応方法をしていますか。
(3)
A-5
(1) ○室内外の温熱環境（暖かさ、冷たさ）に関して、困ったり苦痛に感じたりしていることがありますか。
(2) ○（苦手な場合）どういった工夫・対応方法をしていますか。
(3)
A-6
(1) ○室内外の風の流れに関して、困ったり苦痛に感じたりしていることがありますか。
(2) ○（苦手な場合）どういった工夫・対応方法をしていますか。
(3)
A-5
(1) ○家の間取りや部屋の構成、位置などについて、困ったり苦痛に感じたことはありますか。どのような状況の場合に、困りましたか。
(2) ○家のドア、戸や窓等の建具に付いて、困ったり苦痛に感じたことはありますか。どのような状況の場合に、困りましたか。
(3)
(4)
(5)
質問番号
B-1 ○生活する上で「視覚過敏・鈍磨」が原因で生じた建築の問題点はありますか。
B-2 ○生活する上で「聴覚過敏・鈍磨」が原因で生じた建築の問題点はありますか。
B-3 ○生活する上で「触覚過敏・鈍磨」が原因で生じた建築の問題点はありますか。
B-4 ○生活する上で「嗅覚過敏・鈍磨」が原因で生じた建築の問題点はありますか。
B-5 ○「視覚・聴覚・触覚・嗅覚の過敏・鈍磨」以外の身体的特性が原因で生じた建築の問題点はありますか。
感覚の過敏や鈍間、身体的な特性と関連して、建築について感じた問題点
視覚
その他の身体的特性
聴覚
触覚
嗅覚
○温熱環境について、建築の設計上、どのような配慮をもとめますか。
風の流れについて
○風流環境について、建築の設計上、どのような配慮をもとめますか。
○住まいを選ぶ際留意する点はありますか。
○理想な住宅とはどのようなものですか。
その他
○上記の項目以外で、生活する上で建物の問題点だと感じた事はありますか。
○建築の壁、カーテン、家具等のインテリアにおける色の扱い方について、設計上、どのような配慮をもとめますか。
屋外からの音について
○屋外からの音について、建築の設計上、どのような配慮をもとめますか。
室内の音について
○室内の音について、建築の設計上、どのような配慮をもとめますか。
温熱（暖かさ・冷たさ）について
第４章_X氏、Y氏、Z氏に対するヒアリングの質問項目
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現在住んでいる住まいの状況
　　　　　○現在の住宅の種類　：マンション・戸建て　　持家・借家　（マンションの場合：建物の階数（　）階建て・住んでいる階（）階）
　　　　　○住まいの構造　：　鉄筋コンクリート造・鉄骨造・木造・その他（　　　）
　　　　　○間取り(ＬＤＫ等）：　　（　　　）LDK
文献・ヒアリングから抽出した例
光について
○建築の照明や、光の扱い方について、設計上、どのような配慮をもとめますか。
色彩について
質問番号
a-1
a-2
a-3
質問番号
Ａ
(1)
(2)
Ｂ
(1)
(2)
(3)
Ｃ
(1)
(2)
(3)
Ｄ
(1)
(2)
(3)
Ｅ
(1)
(2)
(3)
Ｆ
(1)
(2)
(3)
Ｇ
(1)
(2)
(3)
Ｈ
(1)
(2)
(3)
Ｉ
(1)
(2)
(3)
Ｊ
(1)
(2)
(3)
(4)
(5)
Ｋ
(1)
(2)
(3)
(4)
(5)
○生活する上で、身体的特性が原因(階段の勾配が急で登れない、段差につまづく等）で困った事はありますか。
○生活する上で、「嗅覚」が原因で困った事はありますか。
○生活する上で、「触覚」が原因で困った事はありますか。
○生活する上で、「聴覚」が原因で困った事はありますか。
○生活する上で、「視覚」が原因で困った事はありますか。
感覚、身体的な特性と関連した質問項目
○上記の項目以外で、生活する上で建築上の問題点だと思う事はありますか。
○住まいを選ぶ際留意する点はありますか。
○理想な住宅・建築環境とはどのようなものですか。
その他
○家の間取りや部屋の構成について、困ったりした事はありますか。
○生活をしている中、没頭してしまうモノ（カレンダー等）はありますか。
振動について
○室内で生じる振動（床からの振動など）について、困ったりする事はありますか。
○（苦手な場合）どういった工夫・対応方法をしていますか。
○室内で生じる振動について、建築の設計上、どのような配慮をもとめますか。
○室内の風（冷暖房機の風など）の流れに関して、困ったりする事はありますか。
○（苦手な場合）どういった工夫・対応方法をしていますか。
○室内の風流環境について、建築の設計上、どのような配慮をもとめますか。
○（苦手な場合）どういった工夫・対応方法をしていますか。
○室内の温熱環境について、建築の設計上、どのような配慮をもとめますか。
風の流れについて
○（苦手な場合）どういった工夫・対応方法をしていますか。
○室内の壁、カーテン、家具などのインテリアにおける色の扱い方について、建築の設計上、どのような配慮をもとめますか。
温熱（暖かさ・冷たさ）について
○室内の温熱環境（暖かさ、冷たさ）に関して、困ったりする事はありますか。
色について
○室内の壁、カーテン、家具などで苦手な色はありますか。
○室内で発生する音について、建築の設計上、どのような配慮をもとめますか。
屋外からの音について
○屋外からの音（車のエンジン音）について、困ったりする事はありますか。
○（苦手な場合）どういった工夫・対応方法をしていますか。
○（苦手な場合）どういった工夫・対応方法をしていますか。
屋外からの光について
○屋外からの光について、まぶしくて困ったりする事はありますか。
○（苦手な場合）どういった工夫・対応方法をしていますか。
○屋外からの光の対策について、建築の設計上、どのような配慮を求めますか。
○屋外からの音の対策について、建築の設計上、どのような配慮を求めますか。
全般
○住居について、好きな部屋・場所、落ち着く部屋・場所はありますか。
○住居について、嫌いな部屋・場所、行きたくない部屋・場所はありますか。
室内の照明について
室内の音について
○室内で発生する音（換気扇の音、電化製品の音、隣室の部屋の音など）について、困ったりする事はありますか。
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第４章_W氏に対するヒアリングの質問項目
現在住んでいる住まいの状況に関する質問項目
○現在の住宅の種類　：マンション・戸建て　　持家・借家　（マンションの場合：建物の階数（　）階建て・住んでいる階（）階）
○住まいの構造　：　鉄筋コンクリート造・鉄骨造・木造・その他（　　　）
○間取り(ＬＤＫ等）：　　（　　　）LDK
住まいに関する質問項目
○室内の照明について、困ったりする事（光がまぶしい、自動点滅照明に驚くなど）はありますか。
○（苦手な場合）どういった工夫・対応方法をしていますか。
○室内の照明について、建築の設計上、どのような配慮をもとめますか。
質問番号
A-１
(1)
A-２
(1)
(2)
(3)
(4)
(5)
A-３
(1)
(2)
(3)
A-４
(1)
(2)
(3)
(4)
(5)
(6)
A-５
(1)
(2)
(3)
(4)
(5)
質問番号
Ｂ
(1)
(2)
(3)
質問番号
Ｃ
(1)
第5章_ヒアリングの質問項目
○床・壁・扉・窓が壊れたりした経験はありますか。
○収納内が見えると、気になったり、没頭していたと感じた事はありますか。
○トイレのサインがないためトイレの区別がつかないと感じた事はありますか。
移動環境について
○扉やコンセントのスイッチが壊れたりした経験はありますか。
○トイレの流水・ウォッシュレットの音が気になったり、嫌がっていたと感じた事はありますか。
○ドアを閉める際に生じる音が気になったり、嫌がっていたと感じた事はありますか。
○食器を棚にしまう時に生じる音が気になったり、嫌がっていたと感じた事はありますか。
その他について
○買い物時、人の多い場所は気になったり嫌がったりしていたと感じた事はありますか。
○階段の上り下りが苦手で、いつも使っている階段でも用心深く上ったりしていたと感じた事はありますか。
職員に関する質問項目
その他について
○支援している際に、建築環境に関する問題点、又は改善した方が良いと思う箇所はありますか。
○室内でも外の車のエンジン音が気になったり嫌がっていたと感じた事はありますか。
○換気扇・掃除機・ドライアーの音が気になったり嫌がっていたと感じた事はありますか。
○室内の音が響く反響性が気になったり、嫌がっていたと感じた事はありますか。
こだわりについて
○買い物・グループホームに移動する際、看板の色・ＥＶ・トイレに気を取られると感じた事はありますか。
○靴箱の開閉戸に気になったり、没頭していたと感じた事はありますか。
○カーテンに気を取られる、ぼーっとしたり没頭していたと感じた事はありますか。
風・熱について
○部屋の循環している空気（熱・風・匂い等）が気になったり嫌がっていたと感じた事はありますか。
○クーラーをつけても、暑がったり出る風を嫌がっていたと感じた事はありますか。
○就寝時、寝室の温度が原因で眠れていないと感じた事はありますか。
音について
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質問項目表
Ａ　生活環境について
光について
○室内の照明（蛍光灯等）が原因でぼっーとしていたと感じたありますか。
色彩（その他含む）について
○淡い色の部屋に入るのが苦手だと感じた事はありますか。
○黄色の壁・黄色いのものを見るのは苦手だと感じた事はありますか。
○パステルカラーを目にするのは苦手だと感じた事はありますか。
○ドアに気を取られ、ぼっーとしたり没頭していたと感じた事はありますか。
１、全体について
（１） 仕事場で好きな部屋はありますか。
（２） 仕事場で嫌いな部屋はありますか。
（３） 仕事場で落ち着く・安心する場所はありますか。
（４） 仕事中、体調が悪くなったときには、どうしていますか。
（５） 仕事場で入りたくない部屋、行きたくない場所はありますか。
（６） 仕事中、壁やドア、家具等を見続けてしまう事はありますか。
（７） 仕事場の内装を変えてほしいことはありますか。
（８） 仕事場でよくつまづいてしまう場所はありますか。
（９） 窓際の場所に行くことが嫌だと思うことはありますか。
２、室内の照明について
（１） 仕事中、照明がまぶしくて困ったりする事はありますか。
（２） 仕事中、外の光がまぶしい等、困ったりする事はありますか。
（３） 室内の照明について、もっとこうした方が良いなどの要望はありますか。
３、室内の温度について
（１） 仕事中、暑い・寒いと感じて、困ったりする事はありますか。
（２） 室内の温度について、もっとこうした方が良いなどの要望はありますか。
４、室内の風について
（１） 仕事中、冷暖房機の風などが体にあたって嫌だと思う事はありますか。
（２） 風が苦手だと思うことはありますか。
（３） 室内の風について、もっとこうした方が良いなどの要望はありますか。
５、室内の音について
（１） 仕事中、室内の音が原因で、困ったりすることはありますか。
（パソコンのタイピングの音、社内アナウンスの音、ドアの開閉音、電化製品の音、ブラインドの音、冷
（２） 仕事中、外の音がうるさい等、困ったりする事はありますか。
（４） 室内の音について、もっとこうした方が良いなどの要望はありますか。
（１） 好きな色は何色ですか。
（２） 嫌いな色は何色ですか。
（３） 室内の色彩について、もっとこうした方が良いなどの要望はありますか。
７、最後に
（１） 自分の視覚・聴覚・触覚・嗅覚に関連して、今まで困ったことはありますか。
質問項目表
第6章_a氏、b氏、c氏、d氏に対するヒアリングの質問項目
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Ａ(1)
(2)
(3)
Ｂ
(1)
(2)
(3)
Ｃ
(1)
(2)
(3)
Ｄ
(1)
(2)
(3)
Ｅ
(1)
(2)
(3)
Ｆ
(1)
(2)
(3)
Ｇ
(1)
(2)
(3)
Ｈ
(1)
(2)
(3)
Ｉ
(1)
(2)
(3)
Ｊ
(1)
(2)
(3)
(4)
(5)
Ｋ
(1)
(2)
(3)
○職場の温熱環境について、建築の設計上、どのような配慮をもとめますか。
風の流れについて
○屋外からの光の対策について、建築の設計上、どのような配慮を求めますか。
○職場で、業務中、没頭してしまうモノ（カレンダー等）はありますか。
○職場において、屋外からの光について、まぶしくて困ったりする事はありますか。
色について
就労環境に関する質問項目
第6章_W氏に対するヒアリングの質問項目
○（苦手な場合）どういった工夫・対応方法をしていますか。
○就労上で、「聴覚」が原因で困った事はありますか。
○職場の壁、カーテン、家具などのインテリアにおける色の扱い方について、建築の設計上、どのような配慮をもとめますか。
温熱（暖かさ・冷たさ）について
○職場の壁、ドア、家具などで苦手な色はありますか。
○（苦手な場合）どういった工夫・対応方法をしていますか。
○室内の風（冷暖房機の風など）の流れに関して、困ったりする事はありますか。
○（苦手な場合）どういった工夫・対応方法をしていますか。
○（苦手な場合）どういった工夫・対応方法をしていますか。
振動について
○職場で生じる振動（床からの振動など）について、困ったりする事はありますか。
○働く上で、建築上の問題点だと思う事はありますか。
○職場で生じる振動について、建築の設計上、どのような配慮をもとめますか。
○就労上で、「触覚」が原因で困った事はありますか。
○理想的な職場の建築環境とはどのようなものですか。
感覚、身体的な特性と関連した質問項目
○（苦手な場合）どういった工夫・対応をしていますか。
○職場の温熱環境（暖かさ、冷たさ）に関して、困ったりする事はありますか。
○就労上で、「嗅覚」が原因で困った事はありますか。
○就労上で、身体的特性が原因(階段の勾配が急で登れない、段差につまづく等）で困った事はありますか。
○職場の風流環境について、建築の設計上、どのような配慮をもとめますか。
職場の音について
○職場で発生する音（パソコンのタイピングの音、ドアの開閉音、冷暖房機の音など）について、困ったりする事はありますか。
○（苦手な場合）どういった工夫・対応をしていますか。
○職場の間取りや部屋の構成について、困ったりする事はありますか。（迷ってしまうなど）
その他
○職場で発生する音について、建築の設計上、どのような配慮を求めますか。
屋外からの音について
○屋外からの音（車のエンジン音）について、困ったりする事はありますか。
○（苦手な場合）どういった工夫・対応方法をしていますか。
○就労上で、「視覚」が原因で困った事はありますか。
全般
○職場で、好きな部屋・場所、落ち着く部屋・場所はありますか。
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○職場で、嫌いな部屋・場所、行きたくない部屋・場所はありますか。
照明について
○職場の照明について、困ったりする事（光がまぶしいなど）はありますか。
○（苦手な場合）どういった工夫・対応をしていますか。
○職場の照明について、建築の設計上、どのような配慮を求めますか。
屋外からの光について
○屋外からの音の対策について、建築の設計上、どのような配慮を求めますか。
